
竹田市地域公共交通計画 概要版（案） 
 

 

 
1．計画策定の目的 

地域公共交通の活性化及び再生に関する法律に基づき、市の公共交通に係る現状と今後の課題を整理するとともに、
市の実態に合った持続可能な地域公共交通のあり方を示したうえで、今後実施すべき施策等を整理しています。 
２．計画の期間    2022（令和４）年度～2026（令和８）年度までの 5 年間 

３．計画の対象区域  竹田市全域 

４．課題や取り巻く環境の変化の整理・分析 

前計画（竹田市地域公共交通網形成計画）の振り返りや住民アンケート調査、高校生アンケート調査、竹田市内を

運行するバス路線の利用実態調査、竹田市内 JR 駅の乗降調査、竹田市内 9 地域を対象としたワークショップを実施

したことで、地域や地域公共交通の抱える課題と取り巻く環境について、整理・分析を行いました。 

 
５．竹田市の公共交通の現状・課題 と 公共交通ネットワーク形成に向けた方針・目標 

 

③持続的な交通に向けた輸送資源相互の連携 

公
共
交
通
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化 

 既存路線の骨格を基本として路線を再編 
 利便性向上：扇森稲荷神社・グランツたけた・クアパーク⾧湯へ

の延伸、乗合タクシー（カモシカ号）の運行 
 持続性向上：⾧湯線の分割や一部区間減便、その他市内路線の減

便、嫗岳線・宮砥線のデマンド化、米山線の廃止等 
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で
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組
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と
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鉄道、路線バス、デマンド交通、タクシー等の公共交通に
加え、スクールバス、病院送迎等の他の移動サービスとも
連携し、移動サービス全体が持続的に運営できる環境の
創造を推進する。 

 市街地循環バスや久住おでかけバスなどの実証運行 
 カモシカ号ユネスココースの運行 
 籠モビ（超小型モビリティ）の運行 
 観光施設等への乗り入れ拡大 
 くらしのサポートセンターと連携した公共交通利用促進 

新
た
な
利
用
開
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 集約型都市構造への転換と、公共交通との連携による持続的なま
ちづくり 

 小中学校の統合に向けた検討 
 中心市街地等における公共施設の再整備 
 幹線的な道路網の整備推進 

ま
ち
づ
く
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 持続可能な未来の形成（SDGs） 
 輸送資源の総動員による持続可能な公共交通網の構築 
 慢性的な運転手不足への対応 
 公共交通分野全般的な収益性の悪化 
 移動の縮小化・個別化 
 地域への移住ニーズ・二地域居住の推進 

社
会
的
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 交通不便地域の残存 
 公共交通利用者数の減少 
 実質的に利用できない路線の存在 
 自家用車依存の拡大 
 公共交通に対する財政負担額の増加 
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地
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の
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・
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 人口減少・高齢化のさらなる進行 
 郊外部だけでなく市街地部においても人口が縮小 
 少子化に伴う生徒・児童の減少 
 交通不便地域の残存 

人
口
動
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 高齢世代では公共交通利用が存在 
 移動手段の自家用車への高い依存度 
 目的地は、竹田地域・荻地域➡竹田中心部（城下町、玉来・拝田

原）への依存、久住地域➡地域内と竹田地域に二極化、直入地域
➡地域内と大分市に二極化 

 運行便数や移動の不便さが公共交通の転換への抵抗 
 高校生の市内遠距離通学は自家用車の送迎に依存 

移
動
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に
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め
ら
れ
る
役
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①まちづくりとの連動による持続的な地域の形成 

集約型都市構造の実現とそれによる地域の持続可能性の
向上に向け、施設の再配置・集約、居住誘導施策等と連携
しながら、中心市街地における公共交通の充実による自
家用車に依存しない環境の形成を推進し、環境面や財政
面等で持続可能な地域の形成を推進する。 

②竹田の魅力向上に寄与する公共交通 

豊富な観光資源・歴史資源を活用し、観光・外来客向けの
資源（サービス）の再配分を実施することで、訪れたいま
ち・住みたいまちとしての魅力向上を支える交通環境を
整える。また、住み続けられる・安心して戻ってくること
ができる環境づくりを交通から支える。 

④適材適所への公共交通サービスの提供 

広域な市域において、効率的・効果的に公共交通サービス
を運営し続けるため、公共交通サービスを真に必要とす
る場所や人を見極め、適材適所のサービス導入を図る。 

基
本
的
な
方
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安心して暮らすことができ、訪れたい・住みたいと感じる魅力あふれるまち「たけた」 

～まちづくりと連携した持続可能な移動サービスモデルの実現～ 

竹
田
市
の
公
共
交
通
の
目
指
す
目
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③移動サービスの持続性向上 

移動サービス相互の連携や役割分担を推進す
るとともに財政負担の適正化を図る。 
 公共交通の財政負担額 
 移動サービス全体の財政負担額 

①自家用車に過度に依存しないまちの実現 

まちづくりや教育、福祉等の分野間連携によ
る総合的な施策展開により、自家用車に依存
せずに移動できるまちの実現を図る。 
 公共交通利用率の向上 

②観光来訪や定住の促進 

公共交通と目的地との連携による施策展開を
推進し、まちの魅力向上と、それに伴う観光来
訪や定住の促進を図る。 
 観光来訪者の増加 
 移住者の増加、定住率の向上 

④地域公共交通サービスの最適化 

公共交通全体だけでなく、地域間交通・地域内
交通等の役割に応じた目標を明確にし、個々
の公共交通サービスの最適化を図る。 
 公共交通利用者数 
 公共交通人口カバー率 

Administrator
タイプライターテキスト
参考資料２



６．竹田市における公共交通網の将来像 

本計画に基づき、竹田市において目指す公共交通網の将来像を以下の通り設定します。 

なお、特に地域内交通については、路線バス・コミュニティバスやデマンド型乗合タクシー、地域コミュニティと

連携した新たな輸送資源等の組合せによる移動手段の確保を図ります。 

 

 

７．実施事業 

竹田市における公共交通網の目標および将来像の達成に向け、基本方針に基づいて、設定した個別事業を以下に示

します。各事業は、記載する実施主体が事業を推進するものとしますが、本計画期間内においても事業の有効性等を

鑑みて、随時、実施事業及び事業内容は見直しを行います。 

※利便増進実施事業欄に「●」印を付する事業については、来年度策定予定の竹田市地域公共交通利便増進実施計

画で具体的な事業立案を検討するものになります。 

 

計画目標 
利便増進 

実施事業 
 実施事業 実施主体 実施時期 

R4 R5 R6 R7 R8 

自家用車に過度に依存しないまちの実現 
 都市内交通の導入 竹田市地域公共交通確保維持協議会、 

交通事業者      ● 

 高齢者の自動車運転 

免許証自主返納の促進 

竹田市 
   

 
  

観光来訪や定住の促進 
 観光利用・周遊を想定した

公共交通の導入 

竹田市地域公共交通確保維持協議会、 

交通事業者、竹田市観光ツーリズム協会     
 

● 

 AI・ICT を活用したデマンド

運行システムの導入 

竹田市地域公共交通確保維持協議会、 

交通事業者 
 

    ● 

移動サービスの持続性向上 
 地域コミュニティ組織や

医療・福祉部門等と連携

した利用促進策の実施 

竹田市地域公共交通確保維持協議会、 

交通事業者、地域コミュニティ、 

竹田市社会福祉協議会、医療機関 
   

 
  

 商業・観光施設と連携し

た利用促進策の実施 

竹田市地域公共交通確保維持協議会、 

交通事業者、竹田市観光ツーリズム協会、

竹田商工会議所、九州アルプス商工会、 

商業・観光施設 

   

 

  

 新たな交通サービスへの

支援制度の創設 

竹田市地域公共交通確保維持協議会、 

交通事業者、地域コミュニティ 
 

     

地域公共交通サービスの最適化 
 地域公共交通の最適な 

組み合わせの推進 

竹田市地域公共交通確保維持協議会、 

交通事業者     
 

● 

 地域間交通の維持・改善 竹田市地域公共交通確保維持協議会、 

交通事業者  
 

   ● 

 市域全体を対象とした 

新たな運賃体系の設定 

竹田市地域公共交通確保維持協議会、 

交通事業者 
 

    ● 

 竹田市コミュニティバス

のオープンデータ化 

竹田市地域公共交通確保維持協議会、 

交通事業者 
 

     

 

竹田市地域公共交通確保維持協議会（事務局：竹田市役所 企画情報課内） 
〒878-8555 大分県竹田市大字会々1650 番地 

TEL：0974-63-4801 / FAX：0974-63-0995 

検討➡実証運行➡ 
効果検証➡本格導入 

検討➡実施 

検討➡実証運行➡ 
効果検証➡本格導入 

検討➡実証運行➡ 
効果検証➡本格導入 

検討➡段階的に実施 

検討➡段階的に実施 

検討➡段階的に実施 

検討➡段階的に実施 

路線・ダイヤなど 
定期的な見直し 

検討➡段階的に実施 

検討➡実施 




